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全国災対連と東京災対連 

 9 月 9 日の台風 15 号被害から 1 ヵ月がたった 10 月 9 日、全国災対連と東京災対連は現地視察をおこな

い 11 人が参加しました。東京災対連からは、黒澤事務局長、浅井、川合、千代崎、松井の 5 名が、東京災

対連からは、 末延、阿久津、會澤、高瀬、中山の 6 名の 11 名が参加し被害状況を調査しました。 

鋸南町役場も被災し玄関の屋根が崩れおち入口が封鎖されていました。その語、自らも被災者である吉

浜地区の日本共産党・笹生
さ さ お

あすか町会議員からお話を聞きました。 

 

調査団のメンバーは、車 3 台で一旦、木更津に集合し、昼過

ぎ被害の大きかった被害の多きかった鋸南町役場に到着しま

した。鋸南町役場も被災し、玄関の屋根が崩れおち入口が封鎖

されていました。 

 その後、保田漁港の海が広がる吉浜地区で自らも被災者で

ある日本共産党の笹生
さ さ お

あすか町会議員から路上でお話を聞き

ました。 

 「9 月 9 日深夜からの暴風雨は部屋の中から窓を抑えるほど

の風圧がかかった。乗用車には無数の傷がつき、ミラーや窓ガ

ラスが破損、9 月 9 日から停電がおこり、議会は開会できなか

った。鋸南町は 26 区をベースに 20 ほど年前から組長・班長制

度が確立しており、吉浜区も安否確認はスムーズにできた。電

話が繋がりにくかった。海側はかなりの電波が受診できた。自

宅隣に借りた事務所が使えず、車中を事務所替わり使用した。

岩井袋、竜島の被害がおおきかった。 

 鋸南町の隣の南房総半島は７町村の広域合併で運営が大変

である。9 月 30 日現在、人口 7,879 人全壊はなし、半壊 307

件、一部損壊 1,961 件、床上浸水 7 件、床下浸水 9 件。 
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家はカビが発生し修理に手が出ない状態。修理は地元の業

者に頼みたい。仮設希望者はいるが実際は踏みだせない。み

なし仮設（借り上げ）よりも自宅がいいという高齢者は多い。

なかなか県が動いてくれない。 10 月 4 日現在で 22 人が避

難所で暮らしている。勝山漁港や銚子漁港が特に被害が大き

い。農業分野ではビニールではなく、ガラスハウスの被害が

一番大きい。カーネーションの出荷が難しい。農業をやめな

ければとの声も聴かれる。とりあえず屋根さえ直ればとの要

望をもつ住民は多い。米は早めに刈り入れしたところが多い

が、倉に保管した人は被害があった。ここは空き家も多く、

特に山間部は目途がたっていない。」と状況を報告してくれ

ました。「週末にも次の大型台風に向けての対策は、備えを

忘れずに行なうこと。ツイッターで情報を発信して状況を知

らせていくこと」語りました。 

 停電で魚の養殖場が壊れた勝山漁港、建物の被害が大き

かった岩井袋、鉄柱が倒れた君津市かずさ 4 号公園、保田

小学校道の駅、市原ゴルフガーデンをみて回りました。 1

日も速い復旧復興が求められています。 

以上 

 


